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1 ．教材開発の背景と目的
日本語学習者の中で，日本語文語文の学習を必要と
する学習者は決して多くはないが，常に一定程度存在
する．日本の近代以前の文学，歴史や宗教などを専攻
し，日本学研究を志す学習者がその中心となっている
（佐藤・串田他2016）．
また，日本語学習者数が約100万人に達する中国で
は，2002年から，大学の日本語専攻の 4 年次学生に「高
校日語専業八級考試」（大学日本語専攻 8 級試験）の
受験が課せられている．この試験には毎回日本の古典
や文語文法に関する問題が出題されており，文語文学
習が求められている．日本国内における年少学習者の
中にも，高校・大学受験に向けて，古文・漢文の学習
を必要とする学習者が存在する．
さらに，文語文学習を必要としているわけではない
が，ある程度の文語文の知識を得て，日本語や日本に
ついてより深く理解したいという希望を持つ学習者も
少なくない．国際交流基金の調査注1によれば，日本語
学習者は世界で400万人ほど存在するが，その学習目
的を見ると，近年，実利的な目的から日本についての
知識面での興味に重点が移動してきている．日本の文
化や歴史を理解する上で，文語文の知識を持つことは
重要である．特に注目されるのは，前掲調査で学習目
的の第 3 位に「マンガ・アニメ・J-POPが好きだから」
が挙げられているように，近年サブカルチャーへの関
心から日本語学習を始める学習者が増加していること
である．日本のマンガ，アニメ等には古典との関係が
深いものがあり，そこから文語文に興味を持つ学習者
が増えてきている（深澤2014，佐藤・虫明他2016）．
このように，専攻や受験の関係で文語文を学ぶ必要
のある，あるいは日本についてより深く知りたいとい
う願望から文語文に関心を持つ日本語学習者が少なか
らず存在するにもかかわらず，坂内（2004），山口・
武井（2015），佐藤（2015a, 2015b）などで指摘され
ているように，その学習環境は十分に整っているとは
言い難い．日本の高等教育機関に留学している学習者
も，日本では高校までで古文・漢文の基礎教育が終え
られているため，大学で文語文入門の授業を受ける機
会に恵まれることはほとんどない．北米の日本学研究
者を対象に日本語教育を実施しているアメリカ・カナ
ダ大学連合日本研究センターで文語文や漢文の授業が
行われてはいるが（串田2016），それも課外授業とい
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要旨　日本語文語文に関心を持ち，学習の機会を求める非母語話者は少なくないが，海外はもとより日本国内でも
彼らが文語文の体系的な指導を受けられる教育環境は整っているとは言えない．そこで，文語文学習を望む日本語
学習者が各自のニーズに応じて利用できるe-learning教材の試作版を開発した．本教材では，「故郷」（唱歌），「ちご
の空寝」（『宇治拾遺物語』），「春はあけぼの」（『枕草子』）など 5 つの文語文の素材をとりあげ，それぞれについて【本
文】，【注釈】，【朗読】，【文法】，【小テスト】，【現代語訳】，【語釈付き本文】，【解答】の項を設けた．合わせて，用言・
助動詞・助詞一覧，語彙リスト，作品解説，コラム集，資料集などのページを設け，参照できるようにした．文語
文の痕跡は現代日本語の中にも濃厚に認められ，また文語文学習は日本文化理解につながる．本報告では，開発し
たe-learning教材を紹介し，日本語・日本文化教育における本教材開発の意義を考える．
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う位置づけである（佐藤・串田他2016）．日本学研究
を目指して日本に留学した学習者は，文語文の基礎に
ついては，適切な指導を受けられないままに乏しい教
材を用いて独習するしかないというのが一般的な状況
である．海外における状況はさらに深刻であり，人件
費の不足，文語文を教えられる教師や教材の不足によ
り，日本語文語文の学習環境が整っている教育機関は
ごく少数に限られている．
以上のことから，本研究では，非母語話者のための
日本語文語文学習教材の開発を試みた．授業での利用
に加えて，世界各地に散在する文語文に関心を持つ学
習者が容易にアクセスでき，それぞれのニーズに応じ
て自習することが可能な教材として，オンライン教材
が適当であると考えられたため，e-learning形式での
文語文教材の開発を企画した．
母語話者向けの古文や漢文の教材は，ウェブ上のも
のを含め多数存在する．また，日本語学習者も簡便に
使用できる学習ツールとして，ゲーム感覚で使える古
語学習アプリ注2や，単一の素材を扱ったオンライン教
材注3は既に開発されており，漢字系学習者対象の「日
本古典文学」サイト注4も構築されている．しかし，漢
字系・非漢字系双方の日本語学習者を対象とした，総
合的・体系的な文語文e-learning教材はこれまで開発
されていない．
そこで，多彩なリソースと練習問題を含む体系的な
日本語文語文e-learning教材『Bungobun GO』（仮称）
の作成・公開を目指し，その第一段階として，文語文
教育に関するニーズ調査の結果をふまえ， 5 つの素材
からなる試作版を開発した注5．以下，同試作版教材の
概要を紹介し，教材開発の意義について考える．
2 ．試作版教材の概要
2.1　素材
本教材は，最終的には，多様なジャンルから選んだ
様々な形式の15の素材（テキスト）で 1 つのシリーズ
を構成し，合わせて 5 つのシリーズを作成することを
目指している．今回は試作版としてシリーズ 1 のうち
の 5 つの素材を選定し，教材作成を行った．
素材の選定は，報告者らのこれまでの文語文教育の
実践（佐藤2014, 2016, 佐藤・串田他2016，楊2016）お
よび文語文教育に関するニーズ調査の結果（佐藤
2015a, 2015b, 佐藤・虫明2016a）をふまえ，次の方針
で行った．
1 ） 平明でわかりやすい文章，内容であること．
2 ） 母語話者がよく知っている／母語話者対象の
古典教育においてもよく取り上げられる素材を
含むこと．
3 ） 高等教育段階の非母語話者にとって知的関心
が持てる内容の素材であること．
4 ） 全体として時代・ジャンル・形式における多
様性を確保すること．
1 ）は，ニーズ調査でも求められていたことである
が，可能なかぎり文語文へのハードルを低くし，学習
者が達成感を得られるようにするための配慮である．
2 ）は「有名な作品を読みたい」という学習者の要望
（佐藤2014）に応えるとともに，得られた知識を日本
人とのコミュニケーションに活かせることを期待して
立てた方針である．ただし，今後の素材選定において
は，「複合教材」注6の実現を考えていることから，必
ずしも日本の古典の教科書に載っていないような素材
も選ばれる可能性がある． 3 ）は日本の学校における
古典教材の選定が主に中学生・高校生に合わせて行わ
れているため，より年齢層の高い成人学習者の関心に
合わせた教材選びが行われるべきであること，および，
テキストを通じて日本の社会や文化の在り方について
討論することができるような，考える材料を提供する
素材が求められていること（金山・串田2016, 佐藤・
串田他2016：第 2 節，第 4 節）による． 4 ）は，文語
文の総合的教材としての本教材の性格から，可能なか
ぎりヴァラエティに富んだ素材の選択を目指したもの
である．時代について言えば，一般に「古文」と言わ
れる近世以前のもののみならず，近代の文語文も含め
る．これは特に近代の資料を読む必要のある学習者か
ら要望があったためである（佐藤2015a）．また，総合
教材として素材のジャンルに偏りがないようにするの
は当然であるが，和文，和漢混交文，漢文（書き下し
文），候文など多様な文体のテキストを示すことも重
要であると考えられる．特に漢文，候文については非
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漢字系の日本学研究を目指す学習者からの要望が強く
（佐藤2015a），本教材のみによる学習では不十分であ
るにしても，導入はしなければならないと思われる．
以上の方針にもとづき，試作版として作成した今回
の教材においては，次の 5 つの素材を選んだ．
「故郷」（文部省唱歌）
「ちごの空寝」（『宇治拾遺物語』）
「春はあけぼの」（『枕草子』）
「二十日の夜の月」（『土佐日記』）
「翻訳苦心談」（『蘭学事始』）
「故郷」および「ちごの空寝」は前述の素材選定方
針のうち主に 1 ）， 2 ）,「春はあけぼの」「二十日の
夜の月」「翻訳苦心談」は 1 ）から 3 ）に対応している．
また，全体として， 4 ）の方針もおおむね反映された
選択になっていると思われる．時代から言えば，平安
時代2素材，鎌倉時代，江戸時代，大正期各1素材であ
り，ジャンル・形式も和歌を含む和文の日記，和文の
随筆，和文の説話，和漢混交文の回想記，和文の歌詞
と，変化に富んだ構成になっている．今回は漢文，候
文の素材は取り上げることができなかったが，今後作
成するシリーズ1の15の素材の中には取り入れる予定
である．
なお，現時点で，上記の 5 素材は上に並べた順に掲
載されているが，特に第 1 課，第 2 課などの順番付け
はしていない．シリーズ 1 が完成した時点で一応の順
番が決定されることになるが，本教材の基本的性格と
して，（文語文としての難易度はあるものの）どこか
らでも学習できるという点は保持し強調していきたい
と考えている．
2.2　素材ページの構成　
上記の 5 つの素材が掲載されているページを，素材
ページと呼ぶことにする．素材ページは，さらにカバー
ページ，本文ページ，問題ページ，現代語訳ページに
分かれており，本文ページ以下のページは下記の各項
目で構成されている．
カバーページ　タイトル，作品名，口絵（素材の
　　　　　　イメージを表わしたイラスト注7）．
本文ページ
【本文 】縦書き．全ルビ付き．最大で1000字程度．
【注釈 】横書き．本文の中の固有名詞や現代には
ない事物についての注釈．カーソルで字を
なぞると，ルビがポッアップされる．
【朗読 】クリックすると，本文を読み上げた音声
が流れる．
【文法 】横書き．本文の中の語法，主な助動詞・
助詞，重要語句を挙げ，最小限の説明／意
味を記したもの．ルビのポップアップあり．
左上にキャラクター「との」注8を配置．
問題ページ
【小テ スト】横書き．本文の文法事項もしくは内
容についてのテスト．大問数問，小問十数
問からなる．選択式で解答する問題が多い
が，語句を記述して解答する問題もある．
計20点．ルビのポップアップあり．
現代語訳ページ
【語釈 付き本文】横書き．カーソルで字をなぞる
と語釈（主に文法解説）がポップアップさ
れる．
【現代 語訳】横書き．語釈付き本文と併置されて
いる．ルビのポップアップあり．
【語釈 一覧】横書き．【語釈付き本文】でポップアッ
プされる語釈をリスト化して示したもの．
ルビのポップアップ付き．表の上中央にキャ
ラクター「との」を配置．
【解答 】横書き．小テストの解答．問題ページと
切り離して【語釈付き本文】と【現代語訳】
の後に置かれている．左上にキャラクター
「ひめ」を配置．
以上の中で，ルビを付けること，助動詞や助詞の学
習に重点を置くこと，音声情報（朗読）を入れること，
テストの解答をテストとは別のところに示すこと，イ
ラストやマスコット・キャラクターを挿入することな
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どは，いずれも，日本学研究者を対象とした文語文教
材に関する調査に際して寄せられた要望（佐藤2015a, 
2015b, 佐藤・虫明2016a）にもとづくものである．
「春はあけぼの」の本文ページの全体，問題ページ，
現代語訳ページのそれぞれ一部を，付録 1 〜 3 として
本報告の末尾に掲載する．
2.3　参照ページ
前項では，素材ページの構成と内容を紹介したが，
本教材には，そのほかに，素材について学習する際に
参照するための複数のページがある．ここでは，それ
らを総称して，「参照ページ」と呼ぶことにする．参
照ページとして，以下のページがある．　
用言一覧 表　動詞・形容詞・形容動詞の活用表．
HTML版とPDF版あり．また，動詞に
ついては，現代日本語（教育文法），現
代日本語（学校文法），文語（学校文法）
の対照表を作成し，掲載している．
助動詞一 覧表　助動詞の活用と主な用法を記載し
た表．HTML版とPDF版あり．
助詞一覧 表　助詞の主な用法を記載した表．
HTML版とPDF版あり．
文法解説 　素材ページの【文法】の中の語法を集
めてリスト化し，より詳細に解説したも
の．五十音順で配列．
語彙リス ト　素材ページの【文法】の中の助動詞・
助詞・重要語句をリスト化し，より詳細
な意味と素材ページの本文からとった例
文を記載したもの．五十音順で配列．
作品解 説　素材の出典となった作品等の解説．五
十音順で配列．
コラム 集　素材そのもの，作品，作者，文法，用
語などに関連する豆知識やエピソードを
綴った短い読み物．
資料集　 画像データを中心に本文の内容を理解す
る上で有用な資料を掲載したもの．タイ
トルの五十音順で配列．
現代に残 る古語　現代日本語に残っている文語文
法や古語，またはその痕跡を示したもの．
（ 1 ）文語文で作られ，今も使われてい
るもの，（ 2 ） 今でも（一部）文語文で
作られることがあるもの，（ 3 ） 現代語
であるが文語文法や古語の要素が残って
いるものの 3 種に分け，さらに細目を立
てて記載している注9．
これらの参照ページの中から，本教材の特徴を示す
ものとして，語彙リスト（抜粋）および文法対照表（動
詞）を付録 4 ， 5 として掲載する．
2.4　動作
必要に応じて瞬時にページ移動ができることは，
e-learning教材の利点である．本開発教材でも，利用
者の便宜のためページ移動による参照システムを随所
に取り入れた．以下に主な例を挙げる．枠線で囲った
箇所が彩色表示されている場合，これをクリックする
ことでページ移動が実行され，その箇所に該当する部
分が表示される．まず，素材ページから参照ページへ
の移動の例を挙げる．
カバーページ　　　　　 →　作品解説
カバーページ等　　　　　 →　コラム集
【注釈】等　　　　  →　資料集
【文法】の語法　　　　　 →　文法解説
【文法】の助動詞　　　　　　 →　語彙リスト
【文法】の助詞　　　　　 →　語彙リスト
【文法】の重要語句　　　　  →　語彙リスト
【語釈付き本文】の本文　　　　  →　語彙リスト
一方，参照ページから素材ページに移動できる箇所
もある．
作品名
コラム
資料
項目名
助動詞名
助詞名
語句
語句
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語彙リスト　　　　　　　 →　【語釈付き本文】
参照ページから素材ページへの移動については，今
後教材の拡充にともない新たな設定が可能になると考
えられる．
2.5　成績管理  
成績管理のシステムは本教材を載せたプラット
フォームに本来備わっていたものであるが，簡単に紹
介しておく．
小テストの成績は問題ごとの点数と合計点が自動採
点され，学習者自身が【小テスト】ページの最後のと
ころで確認できるシステムになっている．また，管理
者IDを有する利用者には，その管理下にある学習者
の受験期間および成績が一覧の形で閲覧できる仕組み
になっている．このような成績管理システムが組み込
まれていることは，学習者自身の自己採点，到達度確
認に役立つばかりでなく，授業における本教材利用の
大きな助けになるものであると考えられる．
3 ．試作版教材利用者の反応
2016年 7 月に，留学生を対象とする古典入門の授
業注10の受講者に本試作版教材を授業外で使ってもら
い，  1 ） 素材について， 2 ） 全体として， 3 ） その他
気づいたことや疑問に思うことについて尋ねる簡単な
アンケート調査を行った．アンケート調査票を 7 月 5
日の第11回目の授業で受講者に配布し，授業時間外に
教材を試用して最終回の 7 月26日までに提出するよう
指示した注11．調査票を付録 6 として掲載する．
調査の結果，僅か 5 名からであったが回答が得られ
たので，報告しておく．教材のよい点としては，次の
コメントが寄せられた注12．
・ （本文が）とても分かりやすく良い内容ばかりで
した．本文の種類と文法の説明がよくできている
と思います．
・ （よいと思う点）音読が付いていること．
・色付きの文字で区別し，わからなかったらすぐに
確認できる点はすごいです．
・小テストがよくできていると思います．……難し
すぎない，簡単でもない，ぴったりな難しさです．
・（小テストについて）解答はすぐチェックできる
のは便利だと思います．
・語彙リストはアルファベット順やカテゴリ順など
いろいろな形で検索できるのはとても便利だと思
います．
・ （よいと思う点）ごいリストがくわしい．
・助動詞や助詞のリストがHTML版とPDF版を両
方とも提供してくださるのは，とても使いやすい
と思います．
コンテンツそのものの評価も見られるが，音声情報，
ページ移動による確認，検索など，e-learning教材な
らではの機能が評価されていることがわかる．
一方，教材の改善を求める次のような意見，提案，
要望も見られた．
・古文読解教材ですので，ホームページのデザイン
はもっと昔風にしたほうが学生の興味をひくと思
います．
・素材の入れ順は年代順にしたほうがいいと思いま
す．
・練習用のちょっとした本文があったらいいかなあ
と思います．
・本文は横書きにしたほうがいいと思います．ネッ
トの閲覧ですから，横書きはもっと読みやすいと
思います．
・本文が短かったらいいのではないかと思います．
・文法と語釈は同じところに置いたほうがより便利
だと思います．
・テストを増やしたほうがいいと思います．
・（小テストについて）動詞，助動詞，形容詞，形
容動詞はすこしずつ入っているとうれしいかもし
れません．
・（小テストについて）一句を出されて，それを自
分で訳すのもおもしろそうです．
・（現代語訳について）本文を訳す時に，注意して
ほしい点について示してくれると助かります．
・現代語と違う意味を持つ古語，またはよく使われ
る古語のリストがあれば，うれしいです．
・誰向けですか．日本人の受験の場合はとても勉強
例文の出典
─  312  ─
佐藤 勢紀子・非母語話者を対象とする日本語文語文 e-learning 教材試作版の開発
になります．留学生の場合は古文を理解するのに
品詞分解とかは試験で重要視されていないようで
す．古文を正確に理解することが一番大事なよう
な気がします．
・（他に入れてほしい素材について）和歌，漢文，
くずし字，漢文訓読．
・平家物語と古事記を入れてほしいです．
・文学作品と関係がある絵とかを添付すると，おも
しろくなるのではないかと思います．
上記のうち，最後の「絵」については，調査当時は
なかったが，前節で述べたように，また付録に示すよ
うに，既に実現している．一方，素材の配列順，本文
の表示（縦書きか横書きか），小テストでの口語訳問
題の導入については，教材作成上の方針や採点機能の
限界により，現在のところ検討の対象外としておきた
い．その他の各項目については，非母語話者としてこ
の教材を使用した学習者からの貴重なアドバイスと受
け止め，今後の教材改善に役立てていきたい．
なお，今回はアンケート調査と言ってもごく簡単な
形式で，回答者も少なかったため，今後の教材試用に
おいては，インタビュー調査も含め，より本格的で大
規模な調査を実施する予定である．
4 ．本教材開発の意義
第 1 節で述べたように，日本学専攻者などの文語文
学習を必要とする学習者にとっても，文語文に関心を
持っている学習者にとっても，日本語の文語文を系統
的に学ぶ機会は限られており，非母語話者の文語文学
習環境は整っているとは言い難い状況である．
本研究における文語文e-learning教材開発は，その
ような状況を打開するための一つの試みである．本教
材の公開によって，日本学研究を志す学習者の文語文
学習に利するであろうことはもとより，文語文に多少
なりとも関心を持つ学習者が文語文を学び始めるきっ
かけとなることが期待される．
文語文の痕跡は現代日本語の中にも色濃く認めら
れ，また文語文で書かれた素材を通じて日本文化を学
ぶことができる（佐藤・虫明他2016，楊2016）．日本
学研究志望者以外の一般の学習者にとっても，文語文
に触れることは日本語・日本文化を深く理解する上で
重要であり，だれもが容易に利用できる日本語文語文
e-learning教材の開発が求められている．
先に述べたように，日本語母語話者が古文を学習す
るためのウェブ上の教材や学習ツールは多数存在する
が，非母語話者を主対象とし，多様な素材と練習問題
を含む文語文e-learning教材はこれまで開発されてい
ない．本教材は，国内外の高等教育機関における日本
語文語文や日本古典文学の授業での利用が可能であ
り，また，ウェブ環境が整ってさえいれば，学習者が
個人で本教材を利用し，独力で基礎的な文語文法と重
要古語の知識を身に付けることができる．その意味で，
本教材の開発には少なからぬ意義があると考える．
5 ．今後の課題
以上，非母語話者を対象とする日本語文語文
e-learning教材の開発について，その背景と目的を述
べた上で教材の概要と利用者の感想・意見を紹介し，
日本語・日本文化教育における本教材開発の意義につ
いて論述した．
本教材は現時点では試作版であり未公開であるが，
今後，漢文（書き下し文），候文，韻文（和歌や俳句），
近代文語文などの特徴ある素材も含めて新たな素材を
選定し，素材ページを拡充するとともに，語彙リスト，
資料，コラムなどの参照ページのコンテンツ補充を行
ない，2017年度中には公開できるようにする計画であ
る．また，今回の試作版では，問題演習については素
材の本文に関する小テストを作成するにとどまった
が，各文法事項に即した大量の練習問題を含む問題集，
また，シリーズごとの15の素材にもとづく総合テスト
を作成することも必要であると考えられる．さらに，
将来的には，現在既に公開されている他の文語文関連
サイト―古文，漢文，くずし字等の学習サイトや背
景となる歴史的・文化的知識を得る上で参照できるサ
イトとリンクを張り，非母語話者が文語文を学習する
際にベースとして利用できる一大サイトの構築を目指
したい．
今後は，日本国内および海外の日本語文語文教育関
係者，日本学研究者，上級日本語学習者に本教材を試
用してもらい，フィードバックを得ながら，教材の公
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開に向けて改善に努めていきたい．
付記
本研究は，科学研究費助成事業（学術研究助成基金
助成金）基盤研究（C） 25370531「日本語学習者を対
象とする文語文読解教育の実態調査および教材開発」
（平成25年度〜平成28年度，研究代表者：佐藤勢紀子）
による助成を受けて行った．また，本報告は2016年度
日本語教育学会秋季大会（於松山）におけるデモンス
トレーション発表（佐藤・虫明2016b）の内容をベー
スとして，大幅に加筆したものである，デモンストレー
ション発表の際に貴重なご意見をいただいた来聴者の
方々に感謝したい．
注
1 ．国際交流基金の2012年度日本語教育機関調査による．
2 ．Toshihiko Arai開発「古文いとをかし」．
3 ．Charles Quinn, taketori.asc.ohio-state.edu.
4 ．楊錦昌が開設しているサイト「楊老師日文密巻」の「日
本古典文学の巻」．http://www.fjweb.fju.edu.tw/yang/
classic/　index1.htm
5 ．ビジネス日本語コース開発のためにムードルで作成
され，現在（一財）東北多文化アカデミー（代表：押
谷祐子）の管理下にある「Feit eラーニングシステム」
のプラットフォームに載せる形で作成した．
6 ．相互に関連の深い素材を組み合わせた教材．佐藤・
串田他2016, 第4節（小野桂子による）．
7 ．ランズエンド主宰：古山拓氏制作．カバーページの
口絵とするとともに，本文ページ，小テストページ，
現代語訳ページの冒頭にも同じイラストのサイズを縮
小したものを配している．
8 ．教材のマスコット・キャラクター．ランズエンド主宰：
古山拓氏制作．「ひめ」とペアで作られた．
9 ．具体的な内容の原型については, 佐藤（2014）の付録
を参照されたい．
10．東北大学外国人留学生等特別課程（全学対象日本語
プログラム）の上級日本文化演習「古典入門」の授業（佐
藤勢紀子担当）．
11．なお，その時点で教材としてできていたのは，「故郷」，
「ちごの空寝」，「春はあけぼの」，「翻訳苦心談」の 4 つ
の素材に関する部分であった．「故郷」は授業の第 1 回
目の導入で紹介し，「ちごの空寝」と「翻訳苦心談」は
第 2 回・第 3 回の文法入門で，「春はあけぼの」は第 9
回の授業で素材として取り上げており，すべて既習で
あるものの，問題ページの小テストには授業での設問
（練習問題）とは違った問題も入っている．
12．以下，助詞などの明らかな間違いは修正して掲載する．
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付録 付録
1.「春はあけぼの」の本文ページ
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１．「春はあけぼの」の本文ページ 
 
  
［ 語法］
［ 助動詞］
［ 助詞］
［ 重要語句］
【 文法】
au →　 yo（ はつおんのルール）
たり  [助動]（ 完了・ 存続） 　 …た、 …てしまった、 …ている
さへ [助]（ 添加・ 類推） 　 …までも、 …さえ
で  [助]（ 打消接続） 　 …ないで、 …なく て（ 「 ず」 ＋「 て」 →「 で」 ）
あけぼの（ 夜明け） 　 　 　 やう やう （ だんだんに）
さ らなり （ 言う までもない、 もちろんだ） 　 　 　 なほ（ やはり ）
をかし （ すばらしい、 面白い） 　 　 　 いと （ と ても、 非常に）
あはれなり （ しみじみとした情趣がある、 感動的である）
まいて（ まして） 　 　 　 みゆ＝見ゆ（ 見える） 　 　 　 つとめて（ 早朝、 翌朝）
つきづきし （ ふさわしい、 似合っている） 　 　 　 わろし （ よく ない）
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２．「春はあけぼの」の問題ページ（抜粋） 
 
 
 
　 春は、 あけぼの。 やう やう 白く なり ゆく 、 山ぎはすこし明かり て、 紫だちたる雲
のほそく たなびきたる。
　 夏は、 夜。 月のころはさらなり 。 闇もなほ、 蛍の多く 飛びちがひたる。 また、
たゞ 一つ二つなど、 ほのかにう ち光り て行く も、 をかし 。 ⑴雨など降るも、 をか
し 。 　
　 秋は、 夕暮。 夕日のさして、 山の端いと近う なり たるに、 からすの、 寝どころへ
行く とて、 三つ四つ、 二つ三つなど、 飛び急ぐさへ、 あはれなり 。 まいて、 雁など
のつらねたるが、 いと小さ く 見ゆるは、 いとをかし 。 日入り はてゝ 、 風の音、 虫の
音など、 はた、 ⑵言ふべきにあらず。
　 冬は、 つとめて。 雪の降り たるは、 言ふべきにもあらず。 霜のいと白きも、 また
⑶さらでも 、 いと寒きに、 火など急ぎおこして、 炭持てわたるも、 いとつきづき
し 。 昼になり て、 ぬるく ゆるびもていけば、 炭櫃火桶の火も白き灰がちになり て、
わろし 。
問三　 下線部(1)～(3)について、 最も適当な訳を選びなさい。
(1)　 雨など降るも、 をかし
1つ選択してく ださい:
雨などが降るのもすばらしい
雨などが降るのも変な感じだ
雨などが降るのも滑稽である
チェ ッ ク
(2)　 言ふべきにあらず
1つ選択してく ださい:
言ってはいけない
言いたく ない
言う 必要がない
チェ ッ ク
(3)　 さ らでも
1つ選択してく ださい:
そう でも
そう でなく ても
そう であるけれども
チェ ッ ク
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３．「春はあけぼの」の現代語訳ページ（抜粋） 
 
 
 
　 １ ． 語釈付き本文
　 ２ ． 現代語訳
　 ３ ． 語釈一覧
　 ４ ． 問題解答
【 語釈付き本文】
　 春は、 あけぼの。 やう やう 白く なり ゆ
く 、 山ぎはすこし明かり て、 紫だちたる雲
のほそく たなびきたる。
　 夏は、 夜。 月のころはさらなり 。 闇もな
ほ、 蛍の多く 飛びちがひたる。 また、 たゞ
一つ二つなど、 ほのかにう ち光り て行く
も、 をかし 。 雨など降るも、 をかし 。
　 秋は、 夕暮。 夕日のさして、 山の端いと
近う なり たるに、 からすの、 寝どころへ行
く とて、 三つ四つ、 二つ三つなど、 飛び急
ぐさへ、 あはれなり 。 まいて、 雁などのつ
らねたるが、 いと小さ く 見ゆるは、 いとを
かし 。 日入り はてゝ 、 風の音、 虫の音な
ど、 はた、 言ふべきにあらず。
　 冬は、 つとめて。 雪の降り たるは、 言ふ
べきにもあらず。 霜のいと白きも、 またさ
らでも 、 いと寒きに、 火など急ぎおこし
て、 炭持てわたるも、 いとつきづきし 。 昼
になり て、 ぬるく ゆるびもていけば、 炭櫃
火桶の火も白き灰がちになり て、 わろし 。
（ 初段）
【 現代語訳】
　 春は、 明け方。 だんだん白く なっていく
う ちに山の上の空が少し明るく なって、 紫
がかった雲が細く 横長にかかっている、 そ
んな明け方。
　 夏は、 夜。 月の出るころはもちろんだ。
闇夜でもやはり 蛍がたく さん飛びかってい
る夜。 また、 ただ一つ二つなどかすかに光
って行く のもいい感じだ。 雨など降るのも
いい。
　 秋は、 夕暮。 夕日がさして、 山に沈もう
と している時に、 烏が寝るところに帰ろう
と して、 三羽四羽、 また二羽三羽など急い
で飛んでいく のさえしみじみとした情趣が
ある。 まして、 雁などの列を作ったのがと
ても小さ く 見えるのはとても素敵だ。 日が
すっかり 落ちてしまってからの風の音、 虫
の音などはまた言う までもない。
　 冬は、 早朝。 雪が降っているのは言う ま
でもない。 霜がとても白い場合も、 またそ
う でなく ても、 ひどく 寒いので火など急い
でおこして炭を持って行く のも、 ほんと う
に冬の早朝にふさわしい感じだ。 昼になっ
て暖かく なって寒さがゆるんでいく と 、 炭
櫃や火桶の火も白く 灰が多く なってよく な
い。
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４．語彙リスト（抜粋） 
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５．文法対照表（動詞） 
 
６．アンケート調査票       
 
氏名：        
年齢層： 10 代 20 代  30 代  40 代  50 代  60 代  70 代〜  
 
１．素材
そざい
（作品）について 
 １）次の各部分の作り方について，感想，意見，提案などがあればお願いします． 
① 本文，朗読
ろうどく
，文法  
② 小テスト 
③ 語釈
ごしゃく
付き本文，現代語訳，解答   
④ その他 
 ２）現在４つの素材が入っていますが，他にどんな素材を入れてほしいですか． 
 
２．全体について 
 １）この教材のよいと思う点 
 ２）この教材の改善してほしい点／この教材をもっとよくするための提案 
 
３．その他，気づいたことや疑問
ぎもん
に思うことがありましたら，何でもけっこうですの 
    で，書いてください． 
